




交流施設である⾒⼭の郷の周辺は、上⾳⽻川沿いに広がるなだらかな棚⽥とその周囲の⼭林か
らなる美しい⽥園地帯です。
春には、畔にタンポポやツクシが⾒られ、林の林床には、ツツジやショウジョウバカマが可憐
な花を咲かせています。初夏の⽔⽥を夜に訪れると、トノサマガエル、ヌマガエルなどのにぎ
やかな声が響き、川沿いではゲンジボタルの姿が⾒られます。
また、すぐ脇の林からは、フクロウの鳴き声が聞こえることもあります。

①⾒⼭の郷周辺

②北⼭⾃然歩道
⻑⾕から狩待峠を越えて清阪へ⾄る⾃然歩道であり、棚⽥、スギ・ヒノキ植林、お台場クヌギ
も⾒られる雑⽊林などを通るルートです。歩いていると、道をイタチが横切ることもあります。
春には、⼭肌をヤマザクラのピンクが彩ります。夏の⼭林ではオオルリやキビタキ、ホトトギ
スなどが囀り、初夏には⾕筋の林でタゴガエルの鳴き声を聞くこともできます。いろいろな環
境を通るため、トンボやチョウの種類も多く、夏には、ヘイケボタルの姿も多く⾒られます。
梅⾬の時期に⽔辺を探すと、⽊の枝先に⽩い泡状のモリアオガエルの卵が⾒られます。

③⻘少年野外活動センター
アカマツやコナラなどからなる雑⽊林とスギ・ヒノキ植林が分布する野外活動施設で、キャン
プやピクニックが楽しめます。ハイキング道や⽊道も整備されていて、⾃然をいっぱい楽しめ
る施設です。
ホンドギツネやホンドテンが⽣息しており、道沿いには時々糞が落ちています。
初夏の⼭林にはハルゼミの鳴き声が響き、リョウブやエゴノキがかわいらしい花を咲かせます。
夏にはアオバトやキビタキの囀りが聞こえます。
⽔辺ではモリアオガエルが産卵し、トノサマガエルやアカハライモリなども確認されています。

⾒⼭・銭原で⾒られる主な⽣きもの
ホンドテン、ホンドタヌキ、ホンドキツネ、ホンドイタチ

シマヘビ、アオダイショウ、ヒバカリ、ニホンマムシ、
ニホントカゲ、ニホンカナヘビ
ニホンアマガエル、シュレーゲルアオガエル、モリアオガエル、
トノサマガエル、ツチガエル、ヌマガエル、ニホンヒキガエル、
タゴガエル、ウシガエル、アカハライモリ

フクロウ、ダイサギ、カワセミ、カワガラス、キジ、アオバト、ホト
トギス、ルリビタキ、ジョウビタキ、オオルリ、キビタキ、コサメビ
タキ、コシアカツバメ、ヒガラ、ヤマガラ、カシラダカ、キセキレイ、
ウグイス、センダイムシクイ、マヒワ

ミナミメダカ
ハグロトンボ、クロイトトンボ、ハラビロトンボ、アキアカネ、ナツ
アカネ、オオシオカラトンボ、スジグロシロチョウ、ヒメアカタテハ、
ツバメシジミ、ゴイシジミ、ミヤマセセリ、ホソバセセリ、ミツカド
コオロギ、エンマコオロギ、コバネイナゴ、ゲンジボタル、ヘイケボ
タル、クロゲンゴロウ、ハルゼミ、ゴマダラチョウ
リョウブ、エゴノキ、ネウツギ、クマノミズキ、エノキ、コバノミツ
バツツジ、クロモジ、コアジサイ、ムラサキシキブ、カラスウリ、ジュ
ズダマ、アセビ、ノアザミ、ヤクシソウ、ノコンギク、オモダカ、オ
オバノトンボソウ、ツリガネニンジン、アキノタムラソウ、アキノノ
ゲシ、キツネノゴマ、ショウジョウバカマ、ヤブカンゾウ、コオニユリ、
チゴユリ、ホタルブクロ、シュンラン、イヌワラビ、ウラジロ

③③⻘少年野外活動センター⻘少年野外活動センター⻘少年野外活動センター

①①⾒⼭の郷周辺⾒⼭の郷周辺⾒⼭の郷周辺
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ホンドキツネ

カシラダカ

シマヘビ

モリアオガエル

ヘイケボタル ゲンゲ

ヤブカンゾウ

北⼭⾃然歩道から望む春の棚⽥

⾒⼭の郷の脇を流れる銭原川
夏には⼦供たちが⽔遊びをしています

ショウジョウバカマ

ツバメシジミ

ゲンジボタルジョウビタキ

台場クヌギの洞で⼤きくなったヤマザクラ

ツチガエル ナツアカネ

ハグロトンボ

ノアザミ

コバノミツバツツジ

見山・銭原見山・銭原見山 ・ 銭原
 北部の⼭間に位置し、昔から⼈の管理してきた雑⽊林とその
⾕間に⽔⽥の広がる⾃然豊かな⾥⼭環境で、⼭肌に開かれた棚
⽥が⽇本の原⾵景ともいうべき美しい⽥園⾵景を呈しています。
 希少な動植物が数多く⽣息・⽣育しており、⾒⽴地区が⼤阪
府⽴北摂⾃然公園に指定されているほか、清阪地区、⻑⾕地区、
銭原地区が⼤阪府レッドリストにおいて⽣物多様性ホットス
ポットに指定されています。
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台場クヌギ

イタチが道を横切る姿を見かけることも

カエルの大合唱

銭原川

水辺ではアカハライモリやモリアオガエル、 トノサマガエル、

ヌマガエルなどを観察できます

道沿いにはテンやキツネの糞が落ちています

⼭脈⾃然歩道

北
⼭
⾃
然
歩
道

棚田を一望

初夏にはキビタキ、 ホトトギス、 サンコウ

チョウなど夏鳥のさえずりがにぎやかです

フクロウやアオバズクの

鳴き声が聞こえることも

おもしろい台場クヌギ

両⽣類

⽊や花

昆⾍類

⿃類

きれいな⾵景が楽しめます

■観察ポイント
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①東海⾃然歩道周辺

泉原で⾒られる主な⽣きもの
ニホンリス、ホンドテン、ホンドタヌキ、ニホンイノシシ、ニホンジカ

アオダイショウ、ヤマカガシ、ヒバカリ、ニホンマムシ、ニホントカゲ

ニホンヒキガエル、ニホンアマガエル、タゴガエル、ヤマアカガエル、
トノサマガエル、ツチガエル、シュレーゲルアオガエル、ウシガエル

オオタカ、ヤマドリ、ツツドリ、ホトトギス、キビタキ、オオルリ、
ノビタキ、ヤブサメ、サンコウチョウ、コシアカツバメ、ツバメ、ヤマガラ、
コガラ、シジュウカラ、サメビタキ、コサメビタキ、センダイムシクイ、
ウグイス、ミソサザイ、カワセミ

ミナミメダカ

東海道⾃然歩道沿いには、樹林に囲まれた⾕津⽥が残り、オオタカやオオムラサキなど、良好
な⾥地⾥⼭環境でしか⾒られない種が確認されています。
早春の湿地では、ニホンヒキガエル、ヤマアカガエルの卵やオタマジャクシが、初夏にはゲン
ジボタルやヘイケボタルが多く⾒られます。また、溜池が点在し、ジュンサイなどの⽔草が豊
富なため池では、イトトンボ類やオオアメンボ、ミナミメダカなどが⽣息しており、カワセミ
の姿を⾒かけることもあります。
⾕間に広がる棚⽥は、春にはタネツケバナやゲンゲのお花畑になっています。

オオアオイトトンボ、ホソミイトトンボ、クロイトトンボ、モノサシ
トンボ、ニホンカワトンボ、ミルンヤンマ、オニヤンマ、クロスジギ
ンヤンマ、オグマサナエ、ナツアカネ、チッチゼミ、ヒグラシ、オオ
ムラサキ、コミスジ、ウラギンシジミ、アサマイチモンジ、キマダラ
セセリ、ミヤマクワガタ、タマムシ、ニセリンゴカミキリ、ミズカマキリ、
オオアメンボ、ゲンジボタル、ヘイケボタル

イヌブナ、クロモジ、キブシ、ヒイラギ、カマツカ、コアジサイ、
ナワシログミ、ミヤコアオイ、シシガシラ、ウツギ、キツネノゴマ、
ヒメシダ、コナスビ、ネコハギ、ノアザミ、ツリガネニンジン、
アキノタムラソウ、ホタルブクロ、ヒツジグサ、リョウメンシダ

②⼭脈⾃然歩道
⼭脈⾃然歩道は、⾕沿いの良く茂った林を抜け、多留⾒峠へと続く歩道です。
⾕沿いにはスギ・ヒノキの植林が広がりますが、稜線部にはアカマツ林が残り、所々にニホ
ンリスの⾷痕が落ちています。運が良ければ、姿を⾒かけることもあります。
春から夏にかけて、⾕沿いでは、オオルリやサンコウチョウ、ミソサザイのきれいな鳴き声
が聞かれ、多くの夏⿃が観察できます。
歩道を歩いていると、オタマジャクシからカエルになったばかりのニホンヒキガエルが⾜元
に⾶び出してきます。

東海⾃然歩道

素盞嗚尊神社

①① 東海⾃然歩道東海⾃然歩道東海⾃然歩道

②② ⼭脈⾃然歩道⼭脈⾃然歩道⼭脈⾃然歩道

サンコウチョウ ヤマアカガエル

リスが⾷べたマツボックリの痕 オオルリ ヒバカリ オオムラサキ

ヤマガラ ミヤマクワガタ ホタルブクロ

モノサシトンボ

ニホンカワトンボ

ヒツジグサ ウツギ

ウツボグサ

エノキの⼤⽊

広葉樹やスギの林が広がる⼭脈⾃然歩道

クヌギの大木

早春には、 ヒキガエル、 ヤマアカガエル

の卵やオタマジャクシが見られます

夏には、 キビタキやオオルリの

さえずりが聞こえます

⼭脈⾃然歩道

リスの姿を見かけることも

道には、 リスが食べたマツボックリの

痕がたくさん落ちています

サンコウチョウ、 キビタキ、 オオルリ、 ツ

ツドリ、ミソサザイ、センダイムシクイなど、

たくさんの夏鳥を観察できます

たくさんの糞がまとまってあったら、

それはタヌキのため糞です

テンの糞は、 道の目立つ所に落ち

ています

泉原泉原泉原
 まとまった⾯積の樹林が残り、⼭の稜線部を中⼼にアカマツ林が成⽴し、⼭腹にはコナラなどからなる雑⽊林や
スギ・ヒノキの植林が広がります。佐保川沿いにはなだらかな棚⽥が広がり、⾕間には⾕津⽥も⾒られます。
 東海道⾃然歩道沿いには、ため池が点在し、周辺では希少な動植物が数多く残っています。また、本地域に位置
する茨⽊市⾥⼭センターは、地元ボランティア団体による⾥⼭・森林整備の活動拠点になっており、イベントなど
も⾏われています。

両⽣類

⽊や花

昆⾍類

⿃類

きれいな⾵景が楽しめます

■観察ポイント
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茨⽊市の⾃然を守るために
 市内には豊かな⾃然が残っていることが明らかになった⼀⽅、課題も明らかになってきました。管理さ
れなくなった雑⽊林の林床はササ類が密⽣し、⾃然の遷移で、徐々に暗い常緑樹林へと変化しつつあります。
樹⽊が⼤きくなったことにより、キビタキやサンコウチョウなどの夏⿃は多くみられるようになりました
が、明るい林を好むササユリなど林床の植物は減り、それに伴い、それらの植物を⾷べる昆⾍類も減少し
ています。また、丘陵部で進む開発や耕作放棄地の増加、外来種の拡⼤なども⾃然環境に⼤きな変化をも
たらします。
 今後、市では茨⽊市の⽣物多様性の豊かな⽣息・⽣育環境を守っていくため、将来に向けて⾃然環境を
保全する地域の検討や、市⺠や事業者の皆さんによる⾃然環境保全活動の⽀援を⾏います。
 また都市化の進んでいる丘陵部や市街地では、元茨⽊川緑地の再整備に加え、市内にも広がっている外
来種についても周知・啓発を⾏ってまいります。
 これらの取組を⽀えるため、環境学習の推進、⽣物多様性に関する調査研究、情報提供にも取り組んで
まいります。市⺠・事業者の皆様も例えば以下のような取組に是⾮参加してください。

【市⺠の⽅へ】
●茨⽊市内の豊かな⾃然を守ってきた農林業の営みを守るため、茨⽊産の農産物や⽊材を積極的に購⼊し
使っていきましょう。

●農林業や、⾃然環境を守るボランティア活動・プログラムに参加しましょう。
●市⺠農園を利⽤しましょう。
●所有する農地を市⺠農園として開設することを検討しましょう。
●庭やベランダに花⽊を植える際には、茨⽊市に昔から⽣育している種類を植えましょう。
 （例：コナラ、ヤマザクラ、ヤブツバキ、イロハモミジ、ヤマツツジ、シャシャンボ、アキノノゲシ、
ヤブカンゾウなど）

●庭に⼩さな池などのビオトープを作りましょう。
●市の主催する環境学習講座や⽣きもの観察会等へ参加しましょう。
●外来種について学習し、飼育している外来種を野外に放したり、他の地域から持ち込まないようにしま
しょう。

●庭など⾝近な場所における外来種駆除を⾏いましょう。

【NPOの⽅へ】
●市の主催する各種環境学習メニューへ講師や開催主体として参加しませんか。

【事業者の⽅へ】
●⼩売業や製造業の⽅は茨⽊市産の農産物や⽊材などを積極的に取り扱っていきましょう。
●市⺠農園事業に参加しましょう。
●事業所の敷地内へ植栽する場合には茨⽊市に昔から⽣育している種類（在来種）の植栽を⾏いましょう。
●マンション建設等都市整備の際は緑地をできるだけ確保し、在来種を中⼼とした植栽や⽣物が⽣息可能
な環境保全対策を⾏いましょう。また、⾃然環境の再⽣に努めてください。

●市の主催する環境学習講座や⽣きもの観察会等へ参加しましょう。
●農林業や、⾃然環境を守るボランティア活動・プログラムに参加しましょう。
●地域の緑化活動に参加しましょう。
●企業で取り組む⽣物多様性や外来種対策の取組の情報を市にご提供ください。
●事業実施の際は、外来⽣物の持ち込み防⽌、拡散防⽌など、適正な管理に努めましょう。

【⾃然観察をされる⽅へ】
●農地やため池は、個⼈の⽅の所有物です。勝⼿に⽴ち⼊らないようにしてください。
●⽣きものは採らないで、観察するだけにしましょう。
●飼っていた⽣きものを⾃然に放さないでください。
●ごみは持ち帰りましょう。
●できるだけバスなどの公共交通機関をご利⽤ください。

発⾏：茨⽊市 産業環境部 環境政策課
TEL：072-620-1644
FAX：072-627-0289




